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 私たちは「自分を変えたい」「新

しいことに挑戦したい」と心で思

っていても、なかなか行動に移せ

ないことが多いものです。その理

由で最も多いのは、「失敗すること

を恐れる」からではないでしょう

か。次に多い理由は、「自分に自信

がない」から。そして「勇気が出

ない」と続きます。以前にも話し

ましたが、「完璧な人」や「失敗し

たことがない人」はいません。も

し失敗したら、周囲から否定的な

ことを言われたり、失敗したとき

に落ち込んだりするのが嫌で不安

になるでしょう。「自分を変えた

い」「新しいことに挑戦したい」と

思うあなたは、まさに成長する時

期を迎えているのです。 

そんなときこそ、自分のいいと

ころを自分の手で成長させるいい

機会です。 

人は知らないことに対して漠然

とした不安を感じ、勇気を出す妨

げになることがあります。 

積極的に情報収集をして、初め

て知ることもたくさんあり、それ

は小さな経験にもなります。そし

て、不安に感じていたことも意外

となんでもないことだったと気づ

くこともたくさんあります。 

方法③他者の振り返りから学ぶ 

中学生のうちに行事に一生懸

命に取り組み、達成感を味わって

ほしいと話したことがあります

が、それは、達成感から生じる「自

分の中のポジティブな気持ち」を

次の挑戦の糧にするために大事な

ことだからです。しかし、「他者の

振り返り」や「他者の経験」を参

考にすることもためになり効果的

です。だからこそ、人とつながる

ことは大切なのですね。 

 

 

 

 

そこで私たちに必要なのは、自分

力＝自分を育てる力とほんの少し

の「勇気」なのです。 

では、勇気を出すにはどうしたら

いいのでしょうか。 

方法①「自分ならできる」と自分に

言ってあげる：自己効力感を育む 

自己効力感を高めることができれ

ば、「次はきっとできる」「失敗して

しまった原因を考えよう」と前向き

な気持ち＝ポジティブな気持ちに

切り替えることができます。そし

て、失敗を力に変えて成長していけ

るのです。自己効力感を育むコツ

は、小さなゴールをたくさんもうけ

ることです。「継続は力なり」「いつ

か大きな力につながる」と信じて

「小さな成功体験」を積み重ねてい

けたらいいですね。 

方法②気になることや不安を解消

する 

  

 

 

この夏、観客動員数１０００万人、興行収入おおよそ１３９億万人を突破したアニメ映画「ワンピース」（監

督 矢口悟朗氏）が記録を更新していることに大変驚きます。1997 年から「週刊少年ジャンプ」（原作者 漫画

家尾田栄一郎氏）で連載を開始し、コミックスの累計発行部数は前人未到の部数を売り上げ、TV アニメは今年

２１年目を迎えるそうです。ハリウッド実写化も発表され、いまだ人気が衰える気配がありません。いったい、

その魅力は何でしょうか。 

主人公ルフィは、海賊ですが泳げません。これは最大の弱みで 

す。しかし、彼はその弱みを隠さず、「アーロンパーク」編で 

「おれは助けてもらわねェと生きていけねェ自信がある!!!」と叫 

び、自分の弱みを素直に出しています。周囲の人たちのサポート 

があってこそ、闘いに勝てるということを証明しているかのような 

展開に、人を味方につける「強さ」を感じます。自分にない力をも     （引用：https://search.yahoo.co.jp/image/search） 

った仲間を集め、その仲間とつながって、成長していく登場人物たちにも素敵な魅力を感じます。 

 さて、柳沢中学校は、中間テストが終わると合唱コンクール（１０月２２日（土）開催予定）の準備が本格

的になっていきます。クラスの仲間とよりつながれる行事でまた成長できる機会がやってきました。３年ぶり

の全校での合唱コンクール。あなたは、どのように参加しますか？ 
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２０の設問についてタブレット端末を使って Google フォームで回

答してもらいました。目標は、全ての設問について肯定的回答率が１

００％になることですが、おおよその設問においては８０％を超えて

います。「達成感」「協力してくれる友人」「友人との約束」「友人の話

を最後まで聞く」「係の仕事における責任感」は９０％弱となっていま

す。「自己肯定感」「夢や目標」が７０％弱、「承認欲求」「相談活動」

については８０％弱となっており、今後は、教育相談アンケート結果

も活用しながらサポートに取り組んでまいります。 

特に「いじめはどんな理由があってもいけないことである」につい

ての肯定的回答率が８６％となっており、２学期の始業式でも話しま

したが、からかいやひやかし、いじるも含めて「いじめは絶対にいけ

ない」という認識を徹底させたいです。 

 「授業の目標の理解」が８１％、「学習内容の振り返り」が７８％と

なっており、今後も毎時間の授業を大切にし、先生と生徒が一緒につ

くる授業を推進してまいります。※「いじる」は若者言葉で「からかう」の意。 

 

９月１６日 ５０周年記念を機に昨年度か

ら企画されていた「西門を正門にするプロ

ジェクト」として、地域の方々の多大なる

お力添えで、手作りプランターや花の苗を

ご準備いただきました。そこで、花壇ボラ

ンティアを募ったところ３１名の生徒が集

まりました。異年齢構成でチームをつくり、

事前に苗植え計画やプランターのテーマ決

め、当日は思い思いに苗植えをしました。 

 
９月１７日 恒例となった地域の方々やおやじの会の皆さんによる「働く人の

話を聞く会」が開催されました。コロナ禍で職場体験が実施できなくなり、働く

ことの意義を考えさせ、働く経験から勤労観や職業観の育成に厳しい状況でした

が、地域の方々やおやじの会の皆さんが中学生のためにと始めてくださったもの

です。今年は、１７種類もの職業人が集まってくださり、ブースごとに分か 

れて仕事内容や仕事の楽しさ、厳しさなどさまざまな視点で話してくださり 

柳沢中 2 年生たちもメモをとりながら、熱心に聴き入っていました。 

 

 

9 月２１日 保谷第二小学校４年

生の皆さんが、「柳沢中５０周年お

祝いプロジェクト」ということで 

自分たちで育てた「マツバボタン」

を全員で寄贈するために本校に来

校してくださいました。淡い赤い

色やピンク色の花が咲いてとても

かわいいです。西門改め正門がよ

り一層にぎやかになりました。 

9 月１３日 １年生は川越校外学習に行ってきました。暑すぎ

るくらいの好天に恵まれ、中学校では初めての自分たちだけで

の班行動でした。１学期から事前学習や班学習を積み重ね、当

日は大きなトラブルも起きず無事 

に帰ってこられてよかったです。 

振り返りをしっかり行って次に 

つなげていけるといいです。 

事後学習発表会が楽しみですね。 

※柳沢中学校ホームページアドレス  

https://www.nishitokyo.ed.jp/j-yagisawa/ 

 

3 年生は、修学旅行の事後学習として班行動の内

容をスライドショーにしてまとめ、発表会を行い

ました。コロナ禍で実施できなかったさまざまな

行事が実施され、経験がよい栄養となっているこ

とが感じられ本当によかったですね。 

 


